
スレート瓦葺き屋根の改修
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◆施工例１．既存スレート瓦の撤去を最小限に抑えます

２．防水納まりが簡単・確実で防水信頼に優れます

３．強風によるスレート瓦の剥がれを防ぎます

４．次回改修時は既存SQ塗膜を剥がす必要は無く、
SQ専用リフレッシュ工法により経済的な改修
が可能です

既存スレート瓦やケラバ・軒先金物を出来るだけ

撤去しない「かぶせ工法」により、廃棄物＆撤去

時の騒音を削減します。また、撤去に伴う漏水の

心配や仮防水の必要もありません。

Before

After

ローラー施工により
継ぎ目のないアクリルゴム
防水膜を形成します

かぶせ

５．トータルメンテナンスコスト低減に貢献します

◆各種スレート瓦屋根改修仕様の比較
騒音・ 工事中の 剥がれ

廃棄物 漏水対策 対策

①洗浄・清掃・養生

②不良部補修

③端末処理(シーリング)

④ＳＱ－RＳ

①洗浄・清掃・養生

②不良部補修、全面下地調整

③スペーサー設置

④塗装(下塗・上塗)

①全面スレート瓦・金物撤去

②全面下地調整・防水シート

③新規端末金物設置

④新規シングル張り
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改 修 仕 様 意匠 荷重 コスト

○ ○ △ △ ○ ○

注1)既存スレート瓦が著しく劣化している場合には、かぶせによる改修(SQ-RS仕様)が適用できない場合があります。
注2)既存の状況に応じた下地補修・端末処理が必要となります。
注3)SQ-RSでは、金属部・シーリング材上にはアロン強化プライマーを使用します。
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スレート瓦葺き屋根の改修

◆仕様 「ＳＱ－ＲＳ－Ｎ」 ローラー塗り

アロン水性プライマー　[0.10kg/㎡]スレート瓦部 水性

アロン強化プライマー　[0.15kg/㎡]金属・シーリング部 溶剤

2 防水材すり込み塗り アロンコートSQ-H      [1.0  kg/㎡]ローラーすり込み塗り 水性

3 防水材塗布 アロンコートSQ-H      [2.0  kg/㎡]ローラー塗り 水性

4 保護仕上げ材塗布 アロンMDルーフカラーSi 指定色(半艶)  [0.15kg/㎡] 弱溶剤

5 保護仕上げ材塗布 アロンMDルーフカラーSi 指定色(半艶)  [0.15kg/㎡] 弱溶剤

④各種金物取合処理(ノンブリード・ウレタンシーリング)

⑤端末処理(ノンブリード・ウレタンシーリング)

　　　　　　　　　　仕様
工程

下地処理[別途]

種別

1 プライマー塗布

アロンコートSQ工法　SQ-RS-N
[    ]内は標準使用量を示す

①水洗・清掃

②下地補修(浮き・割れ・欠損処理)

③ケラバ・軒先金物の再固定(固定不十分な場合)

＊1： 仕上げ色・特注色は、販売店・メーカーまでお問い合わせ下さい
＊２： 防水材すり込み塗り後に、ピンホール・隙間がないことを確認して下さい
＊３： 艶あり・半艶消しがあります。また、遮熱塗料アロンMDクールカラーSiもあります。
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端末の納まりが
ポイントです！

浮き部 釘打ち

◆下地処理例

シーリング処理
ノンブリードウレタン系

次回改修時は専用リフレッシュ
工法により更にお得！！


